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表 1 被災者の手記に基づいた事例（抜粋）

兵庫県南部地震発生から 10 年間の               正会員 ○ 中村 文香*1 
        被災者の生活と心の復興過程に関する考察   正会員   石川 孝重*2 

－市民の防災力向上に向けて その１－        正会員   野田千津子*3 
 
兵庫県南部地震 被災者 復興 

生活 減災 防災 

 
§１ はじめに 

巨大な地震は物的・人的に様々な被害を生み，被災者

は一時的に非日常の状態に陥る。復興の過程は様々であ

るが，多様な事象が被災者の生活と心に影響を及ぼす。

このような被害をできる限り小さくするためにも，市民

一人一人の防災力を向上させることが重要である。 
被害の程度や被災者の個体性によって，地震災害が生

活や心に及ぼす影響は異なると予測できるが，時間の経

過も被災者の生活と心に影響を及ぼす一要素である。本

報では，兵庫県南部地震から 10 年の経過をふまえて，周

辺社会との関わりの中で，被災者の生活と心に影響を及

ぼす要因を抽出し，復興を手助けする要素を見出す。 
§２ 被災者の生活と心に影響を及ぼす要因 

 震災後 10 年間の被災者の体験手記集 1～10）の事例から被

災者の生活と心に影響を及ぼした要因を抽出した全 354
事例を，文献 11）等から調査した周辺社会の出来事と対応

させ考察した。 
 表 1 は被災者の生活と心に影響を及ぼした要因を抽出

した事例の一部である。地震直後と復興過程に発生する

要因は影響の仕方が異なる。また，被災者の復興には生

活と心の二つの側面があると考えられるため，要因と影

響を二つに分け，それぞれを分類して抽出する。 
 事例 115 では，生活復興の進展状況の違いが心に影響

を及ぼしている。48 歳の女性は自宅が全壊し，経済的な

不安を抱える。自宅の再建問題が進展しない一方，周囲

の話題は家族のことや旅行のことなどが中心になり，震

災について触れることが少なくなる。顕著に現れる生活

復興の状況の違いは，生活の復興が遅れる被災者に自分

は取り残されていると感じさせる。 
 事例 218，219 では，被災者の生活や街並みの復興が心

に影響を及ぼしている。39 歳の男性自身の生活は，被災

以前の状況にある程度まで戻ったが，街の目に見える部

分の復興と共に被災地における震災の記憶が少しずつ薄

れていることを感じ，震災直後に被災地に存在した人の

温かさや，連帯感の記憶にとらわれ，自分の心は復興か

ら取り残されていると感じている。この事例では生活の

回復と同時に心が回復しておらず，心に抱える不安が病

気という形で表面化する。一方，震災後始めた趣味が心

を整理するきっかけとなっており，震災の記憶と向き合

うきっかけや方法をもつことで，心の復興に繋がる場合

があることがわかる。 
§３ 要因の時期による変化 

 全事例についてこのように分析した結果，被災者の生

活と心に影響を及ぼす要因を抽出した。図 1 に被災者の

復興を主に手助けした要因と被災者の復興を主に妨げた

要因を区別して示す。例えば建物の再建に関連した要因

としては，都市計画や経済的な問題，建物の再建の進展

状況等が影響する。生活の安定に住宅の果たす役割が大

きく，生活の安定が心にも大きく影響を及ぼす。 
 生活にかかわる状況には個人差があり，地域の出来事

と密接に関連している。心にかかわる状況は人によって

現れる時期や内容に違いがある。全事例を分析した結果，
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被災者の復興過程を混乱期・生活再建期・心の復興期と

３つの時期に分類することができる。 
 1995 年 1 月 17 日～1995 年 3 月頃の混乱期は，地域全

体が震災以前の暮らしに戻りたいと要求する時期である。

地域全体が被災しているため，個別に要求は抱えつつも

表面化しにくい。次の 1995 年 4 月～1997 年頃の生活再建

期は，生活の復興を求める時期である。生活の復興状況

は人により違いがあり，生活に対する不満やそれに付随

する不安が現れる。1998 年頃からの心の復興期は，震災

を体験してきたことによる不安を何らかのかたちで乗り

越えたいと望む時期である。生活が安定することで心の

状態に目が向き始める事例が多い。 
§４ 被災者の復興過程と影響要因 
 このような復興過程をふまえ，被災者の復興に影響を

及ぼす要因を考察する。時期に関係なく，地震被害の程

度は復興過程に及ぼす影響が大きい。人的被害という失

ったものが取り戻せない場合，心に受ける影響は大きく，

生活より心に目が向く場合が多い。一方，生活基盤を失

うほど経済的に大きな被害を受けた場合，まず生活に目

が向く場合が多い。さらに経済的な不安が心に及ぼす影

響も大きく，生活が復興して初めて心の状態に目を向け

る人が多くなるという特徴がある。 
生活再建期には生活と経済的な被害の程度が復興に大

きく影響する。行政の政策の関与も大きいが，時期に関

する情報が得られないと，被災者は次の生活への移行に

目処が立てられず，不安を抱えやすい。情報開示の時期

や方法が重要である。また被災者は個別対応を求めるが，

行政の対応には平等性が第一に求められるため，被災者

の要求との間に溝が生じる場合が多く，行政の対応への

不満や復興から取り残されるという不安を抱えやすい。 
心の復興期には，生活が復興したことにより震災の記

憶に目が向く。混乱期に存在した周辺社会のつながり意

識が薄れることが影響する場合もある。被災経験を整理

すること，立ち止まって考えることは被災者にとって重

要であり，震災の体験と向き合う方法を得られることは

昇華へ向けた重要な要素となる。 
§５ おわりに 
 兵庫県南部地震発生から 10 年間にわたる被災者の復興

過程は３つの時期に分けられる。地震被害の程度による

影響は大きいが，時期により生活と心に影響を及ぼす要

素は異なる。住まいや生活基盤，周辺社会の復興ととも

に生活の復興が進む一方で，心の復興は個人差が大きく，

生活の復興と同時に進むわけではない。周辺社会がこの

ことを理解し，個々の状況に配慮できる可能性をもつこ

とは，被災者の復興を手助けする重要な要素となる。 
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